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例えば、再生可能エネルギーを太陽光・水
力発電で電気エネルギーに転換し、その電
気エネルギーで水を電気分解して水素を取
り出し、目的地まで輸送・貯蔵します。運ば
れた水素は、燃料電池で電気エネルギーに
転換されて利用されます。また、水素を燃焼
させて熱エネルギーとして取り出すこともでき
ます。目的地では必要な時期に必要な量だ
け利用できることになります。
地球環境や健康に有害な物質を放出しな
い燃料、水からつくられ水に戻る燃料、それ
が水素です。

水力、太陽光などの自然エネルギーは自然環境の中で
無限に繰り返し利用できることから、再生可能エネルギー
とも呼ばれています。このような再生可能エネルギーの二
次エネルギー媒体として、水素が大きく期待されています。

(1) 我々の研究グループでは、ヘリウム液化機（写真1）を保有しており、
低温実験が容易に行えます。

(2) 現在まで液体ヘリウムや液体水素の熱特性の基礎物性について研
究した実績があり、低温液体の熱特性や流動特性の測定が行えます。
（写真2は低温液体の光学観測ができる窓のついた低温容器です。）

(3) SQUID磁化測定や電気抵抗測定も行えますので低温での物性測
定ができます。

(4) 液体水素の輸送に関して、民間会社との共同研究を行っており、輸
送に関わる技術協力ができます。

液化機
300ton/dx4基

太陽電池

水力発電 風力発電

水電解

水素製造基地
ＬＨ２貯蔵タンク
容量50,000m3 x5基

ＬＨ２タンカー
容量200,000m3 

距離5,000～10,000km

発電プラント
100万kW

発電消費基地
ＬＨ２貯蔵タンク
容量50,000m3ｘ5基

液体水素の輸送・貯蔵システムの概念図

写真1 ヘリウム液化機

写真2 光学観測窓付き
クライオスタット

できること


